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続
き
ま
し
て
、「
御
帰
山
」
で  

お
名
前
が 

わ
か
っ
て
い
る
方
だ
け 

で
す
が
、 

ご
紹
介
を
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
支
援 

ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝  

申
し
上
げ
ま
す
。 

  

井
波
別
院
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
事
業 

実
行
委
員
長 

教
区
会
議
長 

竹
部
俊
惠 

 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中 

実
行
委
員
長 

井
波
別
院
輪
番 

常
本
哲
生 

御
影
道
中
瑞
泉
寺
実
行
委
員
会 

島
田
勝
由 

井
波
別
院
二
十
八
日
講 

土
田
信
久 

井
波
別
院
同
行
の
会 

楠 

則
夫 

井
波
別
院
杉
谷
女
性
会 

山
田
由
理
枝 

井
波
彫
刻
協
同
組
合 

花
嶋
弘
一 

越
中
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 
 
 

太
田
浩
史
（
講
頭
） 

高
坂
道
人 

常
本
哲
生 

金
沢
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 

福
嶌
一
玄
（
代
表
） 

豊
富
高
宏 

西
河
寿
夫 

南
加
賀
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 

佐
々
木
浩
然
（
代
表
） 

出
雲
路
雅 

清
水
教
示 

支
援
委
員 

出
雲
路
香 

多
田
明
弘 

 

「
御
帰
山
」 

随
行
教
導 
 太

田
浩
史(

富
山
県) 

國
分
大
慶(

石
川
県) 

宰
領 

  

藤
原
猶
真(

愛
知
県) 

供
奉
人 

川
島
弘
之(

茨
城
県
） 

 

高
木
芳
信(

愛
知
県) 

清
水
教
示(

石
川
県) 

岡
本 

漸(

福
井
県) 

 

坪
井
重
樹(

岐
阜
県) 

豊
富
高
宏(
石
川
県) 

山
下
春
光(

鹿
児
島
県) 

本
部
車
両 

櫻
井
秀
雄(
愛
知
県) 

撮
影
班 

篠
島
幹
夫(

富
山
県) 

林 

賢
二(

富
山
県) 

 

勇
崎 

晃(

富
山
県) 
稲
場
弘
志(

富
山
県) 

 

高
田 

健(

富
山
県) 

 

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト 

丘 

宗
宏(

福
井
県) 

本
山
へ 

御
輿
車
搬
送 

日
下
部 

融(

福
井
県) 

事
務
局 

吉
江
晃(

富
山
県) 

１
０
月
３
日(

金)

第
１
日 

 
 

 

会
所
等 

井
波
別
院
瑞
泉
寺 

池
尻 

真
光
寺 

 

井
口 

光
德
寺 

城
端
別
院
善
徳
寺 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

名
古
屋
教
区
第
９
組 

３
６
名 

 

尾
張
は
じ
ま
り
講 

２
６
名 

和
田
乗
道(

愛
知
県) 

 

八
幡
正
之(

富
山
県) 

 

碓
井
清
一(

富
山
県) 

 

松
田
亜
世(

京
都
府) 

水
上
茂
雄(

富
山
県) 

 

小
島
勇
正(

富
山
県) 

池
端
俊
文(

富
山
県) 

阿
部
泰
朗(

愛
知
県) 

竹
本
智
博(

富
山
県) 

 

中
田
秀
芳(

富
山
県) 

松
尾
正
壽(

石
川
県) 

送
迎
車
両 

源 

大
寿(

富
山
県)  

 

１
０
月
４
日(

土)

第
２
日 

 
 

 

会
所
等 

城
端
別
院
善
徳
寺 

大
窪 

大
福
寺 

 

高
宮 

隨
順
寺 

五
宝
町 

知
源
寺 

 

福
光
城
址
栖
霞
園 

砂
子
谷 

満
行
寺 

 

高
木
場
御
坊
跡 

宮
野 

光
闡
寺 

薬
師 

傳
長
寺 

堅
田 

本
教
寺 
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サ
ポ
ー
ト
参
加 

竹
治
弘
明(

富
山
県) 

 
竹
治
由
佳
里(

富
山
県) 

長
谷
川
範
明(

富
山
県) 

細
木
叔
美(
富
山
県) 

竹
田
絹
子(

富
山
県) 

 

中
井
松
子(

富
山
県) 

西
村
愛
子(

富
山
県) 

 
 

水
林
慶
子(

富
山
県) 
垣
添
忠
生(

富
山
県) 

 

河
原
ノ
リ
エ(

富
山
県) 
川
原
怜(

富
山
県) 

 

御
輿
車
搬
送 

徳
光
和
彦(

富
山
県) 

 

山
崎
佑
二
郎(

富
山
県) 

送
迎
車
両 

梨
谷
真
嗣(

富
山
県
） 

勇
崎
晃(
富
山
県
） 

 

野
田
博
俊(

富
山
県
） 

 

１
０
月
５
日(

日)

第
３
日 

 
 

 

会
所
等 

堅
田 

本
教
寺 

才
田 

明
現
寺 
 

才
田 

御
亭
山 

八
田 

法
圓
寺 

八
田 

光
德
寺 

 

木
越 

光
蓮
寺 

木
越
福
千
寺 

金
沢
東
別
院 

松
任 

古
城
公
園 

松
任 

本
誓
寺 

松
任 

真
敎
寺 

松
任 

願
念
寺 

松
任 

聖
興
寺 

松
任 

城
址
公
園 

 

米
光 

佛
屋
敷 

川
北 

浄
秀
寺 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

篠
崎
賢
治(

石
川
県) 

 

竹
田
外
喜
男(

石
川
県)  

辻
本
隆
昭(

大
阪
府)  

野
間
千
秋(

愛
知
県) 

香
城
満(

石
川
県) 

 
 
 

木
野
陽
子(

石
川
県) 

尾
原
和
美(

石
川
県) 

 
 

藤
渓
公
夫(

石
川
県) 

 

支
援
車
両 

金
沢
教
区
２
名 

 

１
０
月
６
日(

月)

第
４
日 

 
 

 

会
所
等 

川
北 

浄
秀
寺 

高
堂 

宗
圓
寺 

 

蛭
川 

蓮
光
寺 

西
町 

稱
名
寺 

寺
町 

本
覚
寺 

東
町 

勧
歸
寺 

小
松
大
谷
高
校 

粟
津 

本
廣
寺 

那
谷
町 

花
山
亭 

山
代 

專
光
寺 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

川
端
修(

石
川
県) 

堂
下
豊
治(

福
井
県) 

 

御
輿
車
搬
送 

清
水
清
春(

石
川
県) 

支
援
車
両 
島
田
森
夫(

石
川
県) 

 

１
０
月
７
日(

火)

第
５
日 

 
 

 

会
所
等 

山
代 

專
光
寺 

長
谷
田 
願
誓
寺 

 

上
原 

法
圓
寺 

桂
清
水
の
カ
ツ
ラ 
山
中 

燈
明
寺 

下
谷
町 

蓮
如
堂 

小
塩 

妙
徳
寺 

 

天
崎
御
退
去
記
念
碑 

大
聖
寺
教
務
支
所 

 

上
河
崎 

腰
掛
石 

荒
町 

毫
攝
寺 

吉
崎
別
院 

御
山
御
坊
跡 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

宮
崎
護(

石
川
県) 

 

支
援
車
両 

小
松
大
聖
寺
教
区
３
名 

送
迎
車
両 

居
島
浄(

富
山
県) 

森
下
広
志(

富
山
県
） 
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「
御
帰
山
」
に 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
感
想
文 

で
す
。 

（「
前
の
名
簿
」
の
順
番
に
感
想
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。） 

 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向 

５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中
御
帰
山
を
終
え
て 

講
頭
・
随
行
教
導 
富
山
県 

太
田
浩
史 

御
影
は
偶
像
で
は
な
く
、影
向
で
あ
る
。『
稟
承
余
草
』

は
「
仏
像
顕
現
之
事
」
に
「
自
余
ノ
仏
像
ハ
凡
夫
ノ
方

ヨ
リ 

コ
レ
ヲ
立
ツ
、
当
流
ノ
仏
ハ
彼
方
ヨ
リ
影
向
シ 

玉
フ
」
と
い
う
。「
証
巻
」
に
「
弥
陀
如
来
は
如
よ
り 

来
生
し
て
報
・
応
化
・
種
々
身
を
示
現
し
た
ま
う
」
と

あ
る
よ
う
に
、
影
向
は
還
相
廻
向
の
自
然
荘
厳
と
し
て

報
身
報
土
の
覚
体
が
本
廟
に 

あ
ら
わ
れ
た
も
の
で 

あ
る
。
よ
っ
て
阿
弥
陀
木
仏
と
開
山
真
影
は
両
殿
唯
一

の
道
理
に
お
い
て
不
二
で
あ
り
、
弥
陀
直
説
の 

す
が
た

で
あ
る
。
蓮
如
上
人
御
影
も
御
文
と
同
じ
く
「
か
た
ち

を
見
れ
ば
法
然
、
こ
と
ば
を
聞
け
ば
弥
陀
の
直
説
」
で

あ
る
。
か
く
し
て
自
然
荘
厳
の
応
化
身
は
普
等
三
昧
に

住
し
、
肉
身
等
同
の
教
化
力
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
を 

「
生
身
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
生
身
」
の
法
力
の  

も
の
す
ご
さ
を 

ま
ざ
ま
ざ
と
体
験
し
た
の
が
今
回
の

道
中
で
あ
っ
た
。 

十
月
三
日
午
後
一
時
三
十
分
、
蓮
如
上
人
井
波 

御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中
は
御
帰
山
に  

の
ぞ
ん
だ
。
宣
心
院
鍵
役
の 

お
見
送
り
を
い
た
だ
い
て
、

井
波
別
院
を
出
発
し
た
。
背
中
に
「
井
波
」
と
入
っ
た

法
被
を
ま
と
う
井
波
彫
刻
組
合
役
員
ら
に
担
が
れ
た 

蓮
如
上
人
は
「
よ
い
と
こ
井
波
」
で
御
輿
車
に 

移
さ
れ
た
。
先
頭
に
並
ん
で
綱
を
引
く
の
は
田
中
幹
夫

南
砺
市
長
と
武
田
慎
一
富
山
県
議
会
議
長
、「
信
仰
と 

木
彫
り
の
町
」
井
波
に 

お
い
て
蓮
如
上
人
は  

お
お
や
け
の
存
在
で
あ
る
。
八
日
町
を
練
り
歩
い
た 

蓮
如
上
人
は
、
百
人
以
上
の
行
列
を
従
え
て 

ゆ
っ
く
り

井
口
に
向
か
う
。
途
中 
川
原
崎
神
社
で
小
休
止
、 

日
野
恵
隆
著
『
親
鸞
聖
人
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
河
崎

専
称
寺
の
開
基
は 

こ
こ
で 

越
後
に
向
か
う
親
鸞
聖
人

と
問
答
し 

弟
子
と
な
っ
た 

と
い
う
。
な
ら
ば 

こ
の
道

は
承
元
の
法
難
に
お
け
る
親
鸞
聖
人
護
送
ル
ー
ト 

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
聖
人
の
足
跡
を
も
と
め
て
、 

如
信
、
覚
如
、
存
覚
、
綽
如
、
巧
如
、
蓮
如
な
ど
の 

各
師
が
往
来
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

神
社
を
出
発
し
た
御
輿
車
は
一
気
に
速
度
を
あ
げ
て

本
来
の
道
中
歩
き
と
な
る
。
百
人
の
行
列
は 

た
ち
ま
ち

散
り
散
り
に
な
り
、
必
死
に
つ
い
て
き
た
富
山
新
聞
の

記
者
は
「
ま
る
で
競
歩
」
と
書
い
た
。
三
十
分
も 

遅
れ
て
喘
ぎ
な
が
ら
池
尻
真
光
寺
に
つ
い
た
人
た
ち
は
、

そ
れ
で
も
「
あ
り
が
た
い
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
満
足

そ
う
に
冷
え
た
麦
茶
を
飲
ん
だ
。
井
口
光
徳
寺
は 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
た
落
慶
法
要
の
か
わ
り
に 

門
徒
衆
に
改
修
な
っ
た
本
堂
を
披
露
す
る
機
会
を
得
た
。 

 

城
端
別
院
善
徳
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
た
御
輿
車
は 

蓮
如
太
鼓
の
出
迎
え
を
う
け
た
。
５
５
０
年
前
、
上
人

と
の
別
れ
に
奏
で
ら
れ
た
太
鼓
で
あ
る
。
五
百
余
年
間

津
幡
町
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
後
継
難
で
断
絶
し
そ
う
に

な
っ
た 

と
こ
ろ
を
城
端
別
院
の
同
行
衆
が
受
け
継
い

だ
。
太
鼓
は
蓮
如
上
人
に 

ふ
さ
わ
し
く 

明
る
く  

に
ぎ
や
か
で
あ
る
。 

 

十
月
四
日
城
端
を
発
っ
た
御
輿
車
は
大
窪
大
福
寺
に

到
着
。
早
朝
よ
り 

お
待
ち
う
け
行
事
と
し
て
法
話
が 
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あ
り
、
朝
粥
が
振
舞
わ
れ
た
の
で
満
堂
の
出
迎
え
を 

う
け
た
。
清
水
供
奉
人
が 

あ
い
さ
つ
す
る
。 

「
蓮
如
上
人
は
木
像
よ
り
は
絵
像
、
絵
像
よ
り
は
名
号

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
賽
銭
も
硬
貨
よ
り
は
紙
幣
と
、

軽
い
の
が 

お
好
き
で
あ
り
ま
す
」、
珍
妙
な
説
明
は 

嫌
味
が
な
く
、
笑
い
な
が
ら
紙
幣
を
籠
に
入
れ
る
人
々
。

高
宮
隋
順
寺
に
は
数
多
く
の
蓮
如
上
人
真
筆
や
遺
品
が

あ
り
、
こ
の
地
と
上
人
の
結
び
つ
き
を
感
じ
る
。 

善
徳
寺
の
前
身
が
あ
っ
た
御
坊
町
知
源
寺
を
経
て  

福
光
城
跡
栖
霞
園
に
御
櫃
を
お
ろ
し
て
勤
行
。
こ
の
城

は
文
明
十
三
年(

一
四
七
五)

田
屋
川
原
合
戦
で
滅
ん
だ

名
門
石
黒
氏
の
居
城
で
、
一
揆
衆
に
焼
き
討
ち
さ
れ
た

あ
と
へ
善
徳
寺
が
進
出
し
た
。
い
わ
ば
暴
力
革
命
で 

あ
る
。「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」
を
単
純
に
肯
定
す
る 

見
方
は
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

栖
霞
園
を
後
に
し
た
御
輿
車
は
自
動
車
で
砂
子
谷 

満
行
寺
に
到
着
し
た
。
二
〇
二
三
年
七
月
十
三
日 

南
砺
市
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
、
砂
子
谷
地
区
の 

渋
江
川
が
氾
濫
す
る
怖
れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
隣
村

高
窪
地
区
の
市
議
会
議
員
赤
池
伸
彦
さ
ん
は
自
治
会
長

の
満
行
寺
住
職
鳥
越
知
証
師
や
地
区
の
人
た
ち
と
住
民

避
難
を
呼
び
か
け
た
。
午
前
二
時
ご
ろ
赤
池
さ
ん
が 

連
絡
が
つ
か
な
い
家
に1

人
で
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、 

突
然
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
て
、
翌
日
午
後
赤
池
さ
ん
は 

が
れ
き
の
中
か
ら
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
。
遭
難
現
場
に

御
輿
車
を
止
め
て
勤
行
、
赤
池
さ
ん
の 

お
連
れ
合
い
が

合
掌
す
る
。 

高
窪
地
区
に
は
上
人
の
腰
掛
石
が
あ
っ
た
の
で
、 

そ
の
上
に
御
櫃
を
据
え
て
勤
行
す
る
。
赤
池
さ
ん
の 

よ
う
な
利
他
の
人
は 

こ
の
腰
掛
石
が
育
て
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
高
木
場
御
坊
跡
は
蓮
如
上
人
第
四
男

蓮
芸
が
御
坊
を
営
ん
だ
場
所
で
、
御
坊
は 

の
ち
末
友 

か
ら
古
国
府
に
移
り 

勝
興
寺
と
な
っ
た
。
地
元
の
人
達

が 

こ
の
日
の
た
め
に
草
を
払
っ
て
道
を
つ
く
り
、
用
意

さ
れ
た
テ
ン
ト
で 
雨
を
し
の
ぎ
な
が
ら
勤
行
し
た
。 

宮
野
光
闡
寺
ま
で
自
動
車
移
動
し
、
薬
師
伝
長
寺
に

向
か
っ
て
歩
い
た
。
こ
の
寺
に
は
河
北
郡
門
徒
に 

下
賜
さ
れ
た
教
如
上
人
寿
が
あ
り
、
蓮
如
・
教
如
の

寿
像
対
面
と
な
っ
た
。
こ
の
夜
は
堅
田
本
教
寺
で
宿
泊
。

本
教
寺
住
職
に
は
企
画
段
階
か
ら 

お
世
話
に
な
り
、

御
輿
車
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
も
ら
う
な
ど
、 

陰
に
陽
に 

お
世
話
に
な
っ
た
。
各
自
持
参
の
寝
袋
で 

寝
る
。
寝
袋
使
用
は
今
回
道
中
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
会
所
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
経
費
も
節
減 

で
き
、
乗
用
車
の
ト
ラ
ン
ク
で
全
員
分
が
運
べ
る
。 

 

十
月
五
日
、
才
田
明
現
寺
に 

お
立
寄
り
、
蓮
如
上
人

が
河
北
潟
を
眺
め
る
た
め
に
門
徒
が
築
い
た
御
亭
山
が

現
存
し
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
八
田
法
円
寺
・
光
徳
寺

を
経
て
木
越
光
蓮
寺
・
福
千
寺
を
巡
る
。
木
越
は
一
向

一
揆
が
織
田
軍
の
将 

佐
久
間
信
盛
に
蹂
躙
さ
れ
た 

場
所
で
あ
る
。
落
ち
延
び
た
門
徒
は
能
登
各
地
に 

逃
れ
て
蓮
如
信
仰
を
伝
え
た
。
金
沢
別
院
で
は
雨
の
中 

御
輿
車
を
練
り
歩
き
、
昼
食
後 

松
任
に
自
動
車
移
動
。

本
誓
寺
、真
教
寺
、願
念
寺
と
由
緒
あ
る
寺
々
を
巡
り
、

聖
興
寺
で
は
俳
人
千
代
尼
の
墓
に
詣
で
、
吉
崎
で 

詠
ま
れ 

「
う
つ
む
い
た 

と
こ
が
う
て
な
や 

す
み
れ
草
」
の

句
境
を 

し
の
ぶ
。
自
動
車
移
動
で
親
鸞
聖
人
が
承
元
の

法
難
で
手
取
川
を
渡
っ
た
故
地
で
あ
る
米
光
仏
屋
敷
に

土
地
の
人
々
と
と
も
に
参
拝
し
た
の
ち
、
川
北
浄
秀
寺
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に
宿
泊
、
住
職
や
門
徒
の
方
々
か
ら
の
手
あ
つ
い  

も
て
な
し
に 

談
論
風
発
の
花
が
咲
く
。 

十
月
六
日
、
早
朝
か
ら
高
堂
宗
円
寺
に
詣
で
る
。 

住
職
の
一
楽
真
師
は
大
谷
大
学
学
長
の
職
に
あ
り
、 

満
面
の
笑
み
で
赤
い
御
櫃
を
迎
え
た
。
蛭
川
蓮
光
寺
を

経
て
小
松
の
町
に
入
っ
て
称
名
寺
、
本
覚
寺
と
巡
り
、

勧
帰
寺
で
は
能
美
郡
真
宗
の
要
で
あ
る
「
郡
中
の
御
影
」

に 

お
参
り
し
た
。
奉
掛
さ
れ
て
い
な
い
が
、
陰
な
が
ら

拝
ん
だ
。
小
松
大
谷
高
校
で
は
全
校
生
徒
・
教
職
員 

あ
わ
せ
て
千
人
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
体
育
館
を 

埋
め
た
生
徒
が
合
唱
す
る
「
真
宗
宗
歌
」
の
中
を
入
場

し
、「
恩
徳
讃
」
の
中
を
退
場
し
た
と
き
は
感
無
量 

だ
っ
た
。
将
来
の
宰
領
・
供
奉
人
が
生
徒
た
ち
の
中 

か
ら
現
れ
る
だ
ろ
う
。
三
角
笠
を
か
ぶ
っ
た
供
奉
人
の

恰
好
に
「
カ
ワ
イ
イ
！
」
を
連
発
し
て
い
た
女
生
徒
が 

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。 

粟
津
温
泉
の
本
広
寺
に 

お
立
寄
り
、
粟
津
は
蓮
如
・

応
玄 

和
解
の
故
地
で
あ
る
。
仲
介
の
労
を
と
っ
た
の
は
、

当
時 

津
波
倉
に
い
た
本
蓮
寺
蓮
覚
だ
っ
た
と
い
う
。 

そ
れ
か
ら
は
「
道
中
歩
き
」
で
山
代
温
泉
に
向
か
い
、

「
蓮
如
上
人
袈
裟
か
け
の
松
」
で
有
名
な
専
光
寺
に 

逗
留
し
た
。
女
性
住
職
の
音
頭
で
婦
人
会
か
ら 

心
づ
く
し
の
饗
応
を
う
け
た
。 

十
月
七
日
、
桂
地
蔵
の
清
水
を
飲
ん
で
山
中
温
泉
に

入
る
。
願
誓
寺
、
法
円
寺
と 

め
ぐ
っ
た
道
中
は
、 

燈
明
寺
に
至
る
。
文
明
五
年
富
樫
家
の
内
紛
の
際
、 

幸
千
代
党
と
結
ん
だ
高
田
派
門
徒
が
吉
崎
破
却
の
姿
勢

を
示
し
た
の
で
、
蓮
如
上
人
は
越
前
の
藤
島
超
勝
寺
に

妻
子
を
避
難
さ
せ
、
自
ら
は
超
勝
寺
、
下
間
蓮
崇
な
ど 

わ
ず
か
な
供
奉
人
を
つ
れ
て
山
中
の
黒
谷
城
主 

富
樫

政
昭
を
頼
っ
た
。
こ
れ
が
一
見 

の
ど
か
な
印
象
の
あ
る

山
中
逗
留
の
真
相
で
あ
る
。
蓮
如
上
人
に
謁
し
た
富
樫

政
昭
は
法
名
を
称
念
と
賜
り
、
燈
明
寺
の
祖
と
な
っ
た
。

世
知
に
長
け
た
蓮
崇
は
政
昭
を
通
じ
て
越
前
に
亡
命 

し
た
十
九
歳
の
富
樫
政
親
を
味
方
に
つ
け
、
幕
府
の 

奉
書
を
使
っ
て
門
徒
を
動
員
、
幸
千
代
と
高
田
派
を 

蓮
台
寺
野
に
打
ち
破
っ
て
政
親
を
加
賀
国
守
護
に
擁
立

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
門
徒
は
蓮
崇
に
心
腹
し
、 

蓮
如
上
人
や
下
間
丹
後
は
蓮
崇
の
独
断
専
行
に 

振
り
回
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
天
才
軍
師 

蓮
崇
は
上
人

の
意
志
を
我
意
に
忖
度
し
、
自
ら
の
策
に
溺
れ
た
。 

二
年
後
に
は
政
親
と
の
戦
争
と
な
り
、
越
中
に
遁
れ
た

加
賀
門
徒
慰
問
の
た
め
蓮
如
上
人
井
波
下
向
が 

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

山
中
に
着
い
た
時
の
上
人
は
疲
れ
切
っ
て
い
た 

ら
し
く
、
下
谷
村
の
人
々
が
自
然
薯
を
掘
っ
て  

も
て
な
し
た
。
そ
の
と
き
上
人
が
筵
の
上
で
書
い
た 

の
で 

虎
の
縞
の
よ
う
な
模
様
が
あ
ら
わ
れ
た 

と
い
う

「
虎
斑
の
名
号
」
が
蓮
如
堂
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

蓮
如
堂
は
地
元
の
住
民
に
守
ら
れ
、
多
く
の
人
が
堂
内

に
集
っ
た
。
そ
れ
よ
り
一
気
に
小
塩
妙
徳
寺
に
向
か
う
。

住
職
は
能
登
支
援
に
奔
走
し
て
お
ら
れ
る
。
能
登
の 

寿
像
の
来
錫
を
感
銘
深
く
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
寺
か
ら

少
し
歩
け
ば
天
崎
の
上
人
船
出
の
地
が
あ
り
、 

蓮
如
上
人
吉
崎
退
去
記
念
碑
が
あ
る
。
レ
リ
ー
フ
に 

掘
ら
れ
た
上
人
の
無
念
そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で 

あ
っ
た
。 

そ
れ
よ
り
大
聖
寺
の
町
に
入
り
、
河
崎
上
神
社
の 

腰
掛
石
で
勤
行
す
る
。
こ
れ
ま
で 

い
く
つ
も
の
腰
掛
石

と
出
会
っ
て
き
た
。
こ
こ
は
河
崎
専
称
寺
が
あ
っ
た
処
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で
、
淵
源
は
遠
く
井
波
の
河
原
崎
神
社
に
由
来
す
る
。

最
後
の 
お
立
寄
り
処
で
あ
る
毫
摂
寺
で
法
座
、
覚
如

上
人
第
一
の
弟
子
乗
専
に
由
来
す
る 

こ
の
寺
は
古
い

歴
史
を
秘
め
て
い
る
。
御
遺
跡
は
泉
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
井
戸
は
古
格
を
帯
び
る
が
清
水
は
常
に
新
し
い
。

こ
こ
の
住
職
は
今
回
の
道
中
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と 

な
り
、
大
変
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
た
。
午
後
五
時 

二
十
分
、
吉
崎
山
上
の
御
坊
跡
と
蓮
如
上
人
銅
像
に 

無
事
御
帰
山
の
報
告
を
な
し
、
九
月
二
十
七
日
よ
り 

十
一
日
間
に
お
よ
ぶ
道
中
を
終
了
し
た
。
雨
雲
が
立
ち

込
め
て
仲
秋
の
名
月
は
拝
め
な
か
っ
た
が
、
参
加
者
の

心
に
は
円
成
の
月
が
冴
え
わ
た
っ
た
。
今
回 

真
宗
再
興

の
盛
儀
は 

す
べ
て 

御
影
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

わ
れ
ら
供
奉
人
は
付
き
従
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て

今
や
御
影
は  

能
登
の
真
宗
再
興
を 

目
指
し
て
お
ら
れ
る
。 

   

井
波
道
中
御
帰
山
を
歩
い
て 

随
行
教
導 

石
川
県 

國
分
大
慶 

 

ま
ず
は
五
日
間
の
道
中
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
、
大
き
な

怪
我
や
事
故
な
く
無
事
に
歩
く
事
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
真
っ
先
に 

う
か
び
ま
し
た
。
ま
た
、 

親
鸞
聖
人
・
蓮
如
上
人
の
歩
み
や
御
旧
跡
を
尋
ね
、 

大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
身
近

な
と
こ
ろ
に
御
旧
跡
が
あ
っ
た
の
か 

と
い
う
驚
き
と
、

そ
の
有
様
に
時
の
移
ろ
い
の 

は
か
な
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
随
行
教
導
と
し
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
行
く
先
々
で
待
ち
受
け
る
人
々
へ
、
ど
う
い
う

こ
と
を
伝
え
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と

親
鸞
聖
人
・
蓮
如
上
人
を
初
め
、
御
聖
教
に
触
れ
る 

生
活
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

『
歎
異
抄
』
第
十
二
条
に
「
他
力
真
実
の
む
ね
を 

あ
か
せ
る 

も
ろ
も
ろ
の
聖
教
は
、
本
願
を
信
じ
、
念
仏

を 

も
う
さ
ば
仏
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
な
に
の
学
問 

か
は
往
生
の
要
な
る
べ
き
や
。」
と
あ
り
ま
す
。
御
聖
教

を
学
ぶ
の
は
本
願
の
む
ね
を
知
り
。
念
仏
も
う
す
た
め

で
す
。 

 

真
宗
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
蓮
如
上
人
の
お
仕
事
と

し
て
、
正
信
偈
・
和
讃
の
開
版
、
御
文
の
製
作
、 

お
朝
事
・
お
夕
事
の
勤
行
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の 

お
仕
事
の
結
果
、
真
宗
門
徒
は
一
日
の
生
活
を
勤
行

で
始
め
、
勤
行
で
終
わ
る
と
い
う
生
活
の
型
を
作
り 

あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て 

生
ま
れ
や
年
齢
、
身
分
が
異
な

っ
て
も
、
こ
と
浄
土
真
宗
の
御
法
義
に
つ
い
て
は
、 

共
通
の
話
題
と
し
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
土
壌
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
に
寄
合
談
合
と
な
り
、 

教
団
を
作
り
上
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

言
う
な
れ
ば
、
お
朝
事
・
お
夕
事
は
念
仏
も
う
す
場

を
開
き
、
一
人
か
ら
始
め
る
浄
土
真
宗
の
御
聖
教
の 

基
礎
学
習
の
機
会
で
あ
り
、
教
団
の
基
礎
と
な
っ
て 

き
た 

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
御
聖
教
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
蓮
如
上
人 

御
一
代
記
聞
書
』
で
は
随
所
に
注
意
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
第
十
一
条
で
は
「
聖
教
を
よ
く 

お
ぼ
え
た

り
と
も
、
他
力
の
安
心

あ
ん
じ
ん

を
し
か
と
决
定

け
つ
じ
ょ
う

な
く
は
、 

い
た
ず
ら
ご
と
な
り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 
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第
九
十
条
で
は
、
繰
り
返
し
読
む
こ
と
の
大
切
さ
を

述
べ
て
い
ま
す
。 

 

 

第
二
一
五
条
で
は
、
物
を
読
む
・
復
習
す
る
・
義
理

を
わ
き
ま
え
る
、
そ
れ
で
終
わ
ら
ず
（
本
願
を
） 

信
じ
る
こ
と
が
大
事 
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

親
鸞
聖
人
・
蓮
如
上
人
の
時
代
、「
よ
む
」
に
は
、 

声
に
出
す
、
数
を
数
え
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て 

い
ま
す
。
現
代
で
も
「
和
歌
を
よ
む
」「
票
を
よ
む
」
と

い
う
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

認
知
機
能
を
維
持
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、 

文
字
を
読
む
・
声
を
出
す
・
簡
単
な
計
算
を
す
る
、
と

い
う
活
動
が
有
効
だ
そ
う
で
す
。 

 

お
朝
事
・
お
夕
事
を
勤
め
る
こ
と
は
、
自
ず
と
認
知

機
能
を
維
持
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
加
え
て
、 

お
朝
事
・
お
夕
事
を
勤
め
た
自
分
に 

ご
褒
美
と
し
て 

賽
銭
を
出
し
貯
金
す
る
こ
と
で
、
自
ず
と
法
事
・ 

報
恩
講
を
勤
め
る
備
え
に
な
り
、
金
銭
欲
と
い
う
煩
悩

を
離
れ
る
訓
練
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
第
四
五
条
で
は
、 

「
あ
か
お
（
赤
尾
）
の
道
宗
、
も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
。

「
一
日
の 

た
し
な
み
に
は
、
あ
さ 

つ
と
め
に 

か
か
さ
じ 

と
、
た
し
な
め
。」」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

真
宗
再
興
の
、
そ
し
て
御
影
道
中
の
歩
み
は
、
真
宗

門
徒
の 

た
し
な
み 

と
し
て 

お
朝
事
・
お
夕
事
を 

勤
め
に
仏
間
へ
歩
み
を
進
め
る
第
一
歩
か
ら
始
ま
る 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

驚
き
と
出
遇
い
の
連
続 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

供
奉
人 

茨
城
県 

川
島
弘
之 

今
回
の
井
波
御
下
向
は
、
五
五
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
で

し
た
。
は
た
し
て 

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
、 

予
測
が 

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
途
中
か
ら 

道
中
に
合
流
し
歩
き
出
し
て
み
て
、
驚
き
ま
し
た
。 

お
立
ち
寄
り
会
所
の
本
堂
は
、
砂
漠
に
水
が
湧
き
出
す

よ
う
に
、
ど
こ
も
満
堂
の
賑
わ
い
で
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
実
行
委
員
会
の
事
前
準
備
、
寺
院
や 

教
務
所
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す

が
、
や
は
り
真
宗
王
国
と
言
わ
れ
る 

こ
の
地
の
土
徳
が
、

蓮
如
上
人
の 

い
の
ち
を
蘇
ら
せ
た
の
に 

ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
御
輿
に
乗
っ
た
蓮
如

上
人
が
、
行
く
先
々
で
五
五
〇
年
ぶ
り
に
人
び
と 

（
わ
た
し
も
含
め
て
）
の
眠
り
を
破
っ
て
く
だ
さ
っ
た 

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

人
び
と
と
の
出
遇
い
が
あ
り
、
立
ち
寄
っ
た
御
旧
跡

で
は
、
そ
こ
に
髣
髴

ほ
う
ふ
つ

と
立
ち
上
が
っ
て
く
る
蓮
如
上
人

と
の
出
遇
い
が
あ
り
ま
し
た
。
五
五
〇
年
に
一
度
と 

い
う
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に
供
奉
人
と
し
て
参
加 

さ
せ
て 

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
生
涯
の 

宝
物
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

楽
し
か
っ
た
北
陸
路
の
御
影
道
中 

供
奉
人 

愛
知
県 

高
木
芳
信 

私
に
と
っ
て
今
回
の
井
波
御
下
向
道
中
は
行
く
前 

か
ら
、
初
め
て
の
北
陸
路
の
御
影
道
中
で
あ
り 

「
心
」
が
踊
っ
て 

い
ま
し
た
。
井
波
別
院
へ
行
く
前
に

世
界
遺
産
の
越
中
五
箇
山
の
合
掌
造
り
を
見
学
し
て 

富
山
県
に
入
り
ま
し
た
。
井
波
別
院
に
着
い
て 

本
堂
に
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御
輿
車
が
置
か
れ
て
い
た
の
が
最
初
の
驚
き
で
し
た
。 

１
０
月
２
日
の
夜
は
、「
井
波
別
院
瑞
泉
寺
報
恩
講

『
宣
心
院
殿 
並
び
に 

御
影
道
中
』
交
流
会
」
が 

行
わ
れ
、
女
性
の
皆
様
の
コ
ー
ラ
ス
や
三
味
線
と
唄
に

合
わ
せ
た
「
富
山
こ
き
り
こ
節
」
が
踊
ら
れ 

大
盛
況
で

あ
り
ま
し
た
。 

翌
日
か
ら
御
影
道
中
が
始
ま
り
、
井
波
別
院
で  

お
勤
め
が
あ
り 

蓮
如
上
人
の
御
影
の
レ
プ
リ
カ
が 

飾
ら
れ
・
・ 

今
回
の
道
中
で
御
興
車
の
操
作
を
さ
れ
る
予
定
で 

あ
っ
た
「
金
尾
誠
一
さ
ん
」
が
突
然 

亡
く
な
り
、 

金
尾
さ
ん
の
遺
影
も
御
影
の
近
く
に
置
か
れ
ま
し
た
。

道
中
の
全
て
の
会
所
で
、
御
影
と
遺
影
が
置
か
れ
、 

太
田
教
導
が
法
話
で
「
金
尾
さ
ん
の 

お
話
」
も  

さ
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
の
御
影
道
中
で
は
、
御
影
の
レ
プ
リ
カ
を 

飾
ら
れ
、
遺
影
を
飾
ら
れ
、
法
話
さ
れ
る
こ
と
は 

な
か
っ
た
の
で
、
心
が
打
た
れ
ま
し
た
。 

井
波
別
院
で
藤
原
宰
領
の
門
徒
の
方
が 

バ
ス
で 

来
ら
れ
て
い
て
、
知
り
合
い
の
人
達
と
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。  

３
日
午
後
か
ら
道
中
が
始
ま
り
、
３
日
の
最
終
地
点

の
城
端
別
院
に
着
い
た
ら
「
蓮
如
太
鼓
」
が
打
ち 

鳴
ら
さ
れ
て
、
そ
の
盛
大
さ
に
感
心
致
し
ま
し
た
。 

バ
ス
で
来
ら
れ
て
い
た
門
徒
の
人
達
も
満
足
顔
で
し
た
。 

小
松
高
校
へ
行
き
、
全
高
校
生
が
屋
内
体
育
館
で 

御
影
道
中
を
お
迎
え
し
て
頂
き
、
各
供
奉
人
の
役
割
と

氏
名
を
紹
介
し
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
の
質
問
も
あ
り
、

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
こ
こ
の
高
校
生
か
ら
京
都
の 

大
谷
大
学
な
ど
に
行
き
、
僧
侶
の
な
る
人
が 

た
く
さ
ん

い
る 

と
思
い
ま
し
た
。
一
般
社
会
で
は
教
え
る
こ
と
が

な
い
仏
教
を
、
高
校
生
に
教
育
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。 

御
影
道
中
を
し
て
い
て
「
北
前
船
の
里
資
料
館
」
の

看
板
が
あ
り
、
昔
の
人
達
が
北
前
船
で
作
物
や
魚
介
物

を
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
致
し
ま
し
た
。 

最
終
日
に
吉
崎
別
院
へ
到
着
し
た
ら
、通
称「
御
山
」

と
呼
ば
れ
る
千
歳
山
に
登
り
、
お
参
り
を
さ
れ
、
無
事 

御
影
道
中
が
終
了
し
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。 

初
め
て
の
井
波
地
区
へ
の
御
影
道
中
は
、
富
山
新
聞

な
ど
が
毎
日 

写
真
入
り
で 

報
道
さ
れ
、
地
域
の
皆
様

も
喜
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
９
月
下
旬
に
能
登 

地
方
で
前
線
・
低
気
圧
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、 

多
数
の
死
者
や
家
屋
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
能
登 

地
方
に
御
影
道
中
の
話
し
が
あ
る 

と
聞
き
ま
し
た
。 

地
震
と
豪
雨
が
あ
っ
た
地
域
へ
は
、
今
回
の
井
波
道
中

よ
り
大
変
な
準
備
と 

ご
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

私
に
執
り
ま
し
て
、
今
回
の
井
波
御
下
向
道
中
は
、

今
ま
で
の
御
影
道
中
と
は
全
く
違
う
、
新
し
い
発
見
と

喜
び
が
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

無
量
寿
を
生
き
て
お
ら
れ
る
蓮
如
さ
ん
に
出
会
え
た
！ 

事
務
局 

富
山
県 

吉
江 

晃 

今
回
、
事
務
局
と
し
て
、
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、

苦
労
を
し
た
分
、
御
影
道
中
を
深
く
体
験
さ
せ
て 

い
た
だ
け
ま
し
た
。 

一
番
、
感
動
を
い
た
し
ま
し
た
の
が
、
十
月
四
日
の

本
教
寺
の 

ご
住
職
の
最
後
の
挨
拶
で
し
た
。 
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「
蓮
如
さ
ん
の
御
寿
像
が
歩
い
て
き
て 

ど
う
な
る 

の
か
、
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
御
寿
像
の
蓮
如
さ
ん

は
、
今
で
も 
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
て
、
多
く
の
方
に 

働
き
か
け
て
、
本
堂
が 

に
ぎ
や
か
に
、
満
堂
に
な
っ
て

い
た
。
こ
ん
な
に 

う
れ
し
い
出
来
事
、
こ
ん
な
に  

す
ば
ら
し
い
驚
き
に 

出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
今
も 

生
き
て
働
い
て
お
ら
れ
る
蓮
如
さ
ん
の 

お
姿
を
見
て
、

泣
け
て
き
ま
し
た
。」 

と
い
う
よ
う
な
感
想
を 

お
話
く
だ
さ
り
、
僕
と 

長
谷
川
さ
ん
（
城
端
別
院
で
蓮
如
さ
ん
を
演
じ
て 

お
ら
れ
た
方
）
は
、
一
緒
に 

も
ら
い
泣
き
を
し
て 

お
り
ま
し
た
。 

 

今
回
、
事
務
局
・
会
計
・
受
付
等
を
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ち
ょ
っ
と
、大
変
す
ぎ
ま
し
て
、

次
回
は
、事
務
局
・
会
計
を
誰
か
に 

お
願
い
で
き
た
ら
、

あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
募
集
で
ご
ざ
い
ま
す
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

合
掌 

 

御
影
道
中
に
参
加
し
て 

名
古
屋
教
区
第
九
組 

青
宮
寺
門
徒 

木
村
広
樹 

 

私
は
、
こ
の
度
聞
法
研
修
旅
行
の
一
環
と
し
て
、 

蓮
如
上
人
御
影
道
中
に
十
月
三
日
井
波
別
院
よ
り
城
端

別
院
ま
で
名
古
屋
教
区
第
九
組
の
一
員
と
し
て
参
加 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

井
波
別
院
瑞
泉
寺
で
は
報
恩
講
参
拝
、
お
と
き
を 

頂
い
た
後
に
出
発
式
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
後 

城
端 

別
院
善
徳
寺
ま
で
徒
歩
に
て
移
動
す
る
行
程
で
し
た
。

出
発
式
に
は
南
砺
市
長
、
県
会
議
長
も
参
加
さ
れ
て 

お
ら
れ
ま
し
た
。 

出
発
し
て 

ま
ず
、
最
初
に
驚
い
た
の
は
道
中
で
は 

沢
山
の
人
の
お
出
迎
え
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
に
は 

わ
ざ
わ
ざ
車
を
止
め
、
膝
ま
づ
い
て 

お
参
り

さ
れ
る
方
も
見
ら
れ 
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
北
陸
の 

信
徒
は
信
仰
が
熱
い
と
は
事
前
に 

お
聞
き
し
て 

お
り
ま
し
た
が
、
正
に
驚
き
で
し
た
。
途
中 

真
光
寺
、

光
徳
寺
の
二
カ
所
に
て
休
憩
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
が
、
両
寺
と
も
沢
山
の
門
徒
さ
ん
が 
お
参
り
に

参
加
さ
れ
て
お
り 

歓
迎
を
受
け 

驚
く
ほ
か 

あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
両
寺
で
は
冷
た
い
飲
み
物
の 

ご
提
供
を
受
け
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
こ
と
が
、 

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。 

又
、
道
中
で
は
本
山
よ
り
応
援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

と
い
う
若
い
僧
侶
の
方
が
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、

ず
っ
と
先
頭
で
引
っ
張
っ
て
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
た 

の
も
印
象
的
で
し
た
。
私
は 

そ
の
後
ろ
で
ロ
ー
プ
に 

掴
ま
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
と
、
今
更
で
す
が 

反
省 

し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て 

地
元
の
方
と
も
沢
山
お
話
が

で
き
て 

よ
か
っ
た
で
す
。 

城
端
別
院
善
徳
寺
で
は
、こ
れ
又 

沢
山
の
門
徒
の
方

と
蓮
如
太
鼓
の
歓
迎
を
受
け
た
あ
と
参
拝
し
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
今
回 

大
変
疲
れ
は
し
ま
し
た
が
、
本
当

に
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
記
憶
に
残
る
研
修
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
企
画
と
立
案
、
ご
引
率 

頂
き
ま
し
た
名
古
屋
教
区
第
九
組
寺
院
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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聞
法
研
修
旅
行 

 

‐

能
登
の
真
宗
と
御
影
道
中‐

に
参
加
し
て 

名
古
屋
教
区
第
九
組 

青
宮
寺
門
徒 

木
村
勝
正 

 

名
古
屋
教
区
第
九
組
主
催
の
研
修
旅
行
に
参
加 

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て 

組
長
さ
ん
の
思
い
に
強
く
感
銘
を 

う
け
ま
し
た
。 

 

１
日
目
、
能
登
教
務
所
で
の
輪
島
教
区
門
徒
会
長
の

お
話
は
、
衝
撃
的
で
し
た
。
実
際
の
震
災
で
全
壊
し
た

寺
の
映
像
を
見
る
に
つ
け
、
今
後
の
復
興
や
復
旧
の 

困
難
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
、

尾
張
地
方
に
大
地
震
が
と
想
像
す
る
と
・
・
・ 

何
も
で
き
な
い
自
分
で
す
が
、
１
日
で
も
早
く
能
登 

地
方
の
真
宗
門
徒
の
方
が
、
元
気
に
立
ち
直
っ
て 

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

２
日
目
、
今
回
の
旅
行
の
メ
イ
ン
で
あ
っ
た 

蓮
如
上
人
５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中
に
参
加
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

井
波
別
院
瑞
泉
寺
か
ら
城
端
別
院
善
徳
寺
ま
で
の 

行
程
を
各
地
か
ら
訪
れ
た
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
歩
き

ま
し
た
。
蓮
如
上
人
の
御
影
を
棺
に
納
め
、
お
車
で 

運
ぶ 

と
い
う
も
の
で
し
た
。
途
中
真
宗
ゆ
か
り
の 

様
々
な
場
所
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
道
中
進
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
催
し
は
、
地
元
紙
や
報
道
機
関
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

の
ど
か
な
田
園
地
帯
が
続
く
道
を
皆
さ
ん
で
綱
を 

引
き
な
が
ら 

お
運
び
す
る
車
の
先
導
を
い
く
先
触
れ

の
方
が「
蓮
如
上
人
様
の 

お
通
り
」と
呼
び
か
け
る
と
、

一
同
が
呼
応
し
て
「
お
通
り
」
と
答
え
、
立
ち
寄
る
寺

に
近
づ
く
と
、「
蓮
如
上
人
様
〇
〇
寺
に 

お
着
き
」
と

呼
び
か
け
、
呼
応
し
て
「
お
着
き
」
と
答
え
る
。 

寺
で
は
蓮
如
上
人
様
の
御
櫃
を
運
び
、
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
流
れ
は
瑞
泉
寺
か
ら
善
徳
寺
ま
で

途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。 

 

先
触
れ
の
方
の
呼
び
か
け 

は 

こ
だ
ま
の
よ
う
に 

響
き
渡
り
、
道
中
が
進
む
沿
道
に
は
、
多
く
の
門
徒
の

方
々
が
出
迎
え
、
手
を
合
わ
せ
る
方
や
お
布
施
を 

渡
す
方
の
姿
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

道
端
に
座
り
、
い
つ
ま
で
も
頭
を
た
れ 
手
を
合
わ
せ
て

い
る
高
齢
の
女
性
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、 

対
向
す
る
車
の
中
か
ら
、
手
を
合
わ
せ
る
方
も 

見
え
ま
し
た
。
５
５
０
年
の
時
を
経
て
今
も
皆
さ
ん
の

心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
し
、

信
仰
心
の
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 

 

１
０
月
初
旬
で
し
た
が
、
ま
だ
日
差
し
は
強
く
、 

道
中 

随
分 

汗
を
か
き
ま
し
た
が
、
休
憩
を
入
れ
な
が

ら
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
汗
は 

と
て
も
心
地

よ
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
心
が
洗
わ
れ
た 

だ
か
ら
の

よ
う
に
思
え
ま
す
。 

 

我
々
は
善
徳
寺
で
終
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
吉
崎

別
院
ま
で
の
御
影
道
中
の
様
子
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
協
力
で
毎
年 

御
影

道
中
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は 

す
ご
い
こ
と
だ
な 

と

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
日
頃 

自
宅
で
蓮
如
上
人
様
の 

お
文
様
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、 

蓮
如
様
が
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。 

 

非
日
常
の
世
界
に
ふ
れ
、 

心
休
ま
る
２
日
間
に 

な
っ
た
こ
と
に 

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 


